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↓村上さんの「FREIND」は、２月17日月～21日金までの間、福岡県庁１階ロビーにて見学可能。

　県立直方特別支援学校小学部 4 年生
の村上結莉さん（赤池）が「第43回 肢体
不自由児・者の美術展（コンピュータアー
ト）」で「内閣府特命担当大臣賞」を受賞し
ました。アートタブレットに指で大人に
なっても親友と仲良く遊んでいる「作品
名：FRIEND」場面を書いた村上さん。「賞
が取れたときは、驚きと喜びが大きかっ
た」と嬉しさ溢れる笑顔を見せました。

第43回 肢体不自由児・者の美術展大臣賞受賞に喜び溢れた笑顔

　「下田川二ヶ町連合消防出初式」が1月12日に糸田ア
リーナで開催され、福智町と糸田町の消防団員332人・
消防車両20台が出動しました。式典中には、福岡
県知事表彰、自治体消防75周年記念表彰「消防団員
家族表彰」などの授与式を実施。各分団は統率された
基本動作を披露し、日頃の訓練の成果を示しました。

令和７年 下田川二ヶ町連合消防出初式地域の安心と安全守る気持ちを新たに

↑第13分団が竿頭綬を受賞。元吉章人分団長が代表し、賞状と竿頭綬を受領。

↓永末さんのレシピは１月21日、倉本さんのレシピは22日の給食として提供。

↓町食進会メンバーと町職員計11人が、参加者の料理を優しく指導・サポート。

　「学校給食レシピコンテスト」の授賞式が１月 20 日
に行われました。朝部英晴教育長が、最優秀賞に輝
いた永末琉愛さん㊧（金田義務８年生）と優秀賞を
獲得した倉本順正さん㊨（方城中１年生）に、表彰楯
を直接授与。栄養のバランスが取れていることや
彩りよく食べやすい点などが高く評価されました。

　上級者向けの「男性料理教室」が、１月27日に金田
保健センターで行われました。参加者15人は、天ぷら
の揚げ方を学んだ後、「天ぷらの盛り合わせ」や「茶碗
蒸し」などの３品を調理。今回、参加した辰島勝彦さ
ん（上金田）は「今回、うまく天ぷらを揚げることがで
きたので、自宅でも挑戦してみたい」と目を細めました。

第71回 日本伝統工芸展日本工芸集う場で上野焼の技と美輝く

　「第 71回 日本伝統工芸展（陶芸）」で、渡仁さん（渡窯）
の「上野ヤケ釉壺」が入選しました。同展で17回目と
なる入選に目を細めながらも、現状に甘えず真摯に次

を見据える渡さ
ん。「今年は自分
の中にある壁を
乗り越えた作品
制作に取り組み、
上位入賞を目指
したい」と、早く
も次回の挑戦に
向けての意気を
語っていました。

→渡さんの入選作「上野ヤケ釉壺」は、2月５日水
から10日月までの間「福岡三越（福岡市）」で展示。

↑会場に音が響くほどの強烈なアタックで得点を奪取する#12湊ひかり選手。

　「ふくちプレミアムデイズ」の冠を付けた「2024-25V.
LEAGE WOMAN 第 9 節」が、12月27・28日に田川市
総合体育館で行われました。福智町から無料招待され
た200人を含む観戦者は、両日ともフルセットにもつれ
込んだ対倉敷アブレイズ戦を観戦。カノアの選手・観客
ともに、極寒を忘れるほどの熱い時間を過ごしました。

　「第 11回 日展 第 4 科（工芸美術）」で、世良彰彦さん
（八幡窯）の「流韻“蓄”」が592作品の中で堂々の入選を
果たしました。今回の結果をもって 30 回の節目となる
日展での入選と
なった世良さん。

「今までやってき
たことにプライド
をもち、これから
も妥協せず、自
分らしい作品を
作っていきたい」
と真剣なまなざ
しを向けました。

←世良さん、30回目の節目となる入選作「流韻“蓄”」。
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令和６年度 学校給食レシピコンテスト

上級者向け男性料理教室

たしがつくる福智町の学校給食

と料理の腕をあげる揚げ物に挑戦

ふくちプレミアムデイズ年の瀬のホームゲームに観客が大熱狂

第 11回 日本美術展覧会最高峰の美が並ぶ日展で30回目の入選


